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木
簡
の
表
裏
に
和
歌
が

　

平
成
19
年
12
月
、
紫
香
楽
宮
跡

調
査
委
員
会
副
委
員
長
の
大
阪
市

立
大
学
大
学
院
教
授
栄さ

か
え

原は
ら

永と

遠わ

男お

さ
ん
が
歌
木
簡
の
研
究
の
た
め
、

宮
町
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
木
簡
を

再
調
査
し
て
い
ま
し
た
。
宮
町
遺

跡
で
は
多
く
の
木
簡
と
そ
の
削
屑

が
出
土
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中

で
、
当
初
「
難な

に

波は

津つ

の
歌
」
と
い

う
和
歌
が
書
か
れ
た
削
屑
と
思
わ

れ
て
い
た
薄
い
木
片
の
裏
面
に

「
阿あ

さ

か

や

佐
可
夜
‥
‥
」の
文
字
が
書
か

れ
て
い
た
こ
と
が
判
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
古
典
文
学
や
古
代
史

の
専
門
家
に
よ
り
多
く
の
調
査
を

重
ね
た
結
果
、
こ
れ
ら
の
文
字
は
、

木
簡
の
表
裏
に
「
難
波
津
の
歌
」

と
「
安あ

さ
か
や
ま

積
山
の
歌
」
の
２
つ
の
和

歌
が
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

が
判
明
し
た
の
で
す
。

宮
町
遺
跡
が
導
い

た
木
簡
の
時
期

　

木
簡
が
出
土
し
た
西
大
溝
と
よ

ば
れ
る
大
き
な
水
路
は
、
紫
香
楽

宮
の
中
心
区
画
の
約
2
0
0
m
西

側
を
流
れ
る
幹
線
排
水
路
と
推
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
溝
は
、
土
砂
の
堆
積
状

況
か
ら
、
一
気
に
埋
め
立
て
ら
れ

た
と
考
え
ら
れ
、
こ
こ
か
ら
出
土

し
た
木
簡
に
記
さ
れ
た
年
号
か
ら
、

天
平
16
年
末
か
ら
17
年
初
め
（
西

暦
7
4
4
年
〜
7
4
5
年
）
に
埋

め
立
て
ら
れ
、
今
回
発
表
さ
れ
た

歌
木
簡
も
こ
の
頃
ま
で
に
捨
て
ら

れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

歌
木
簡
が
伝
え
る
新
史
実

　
「
安
積
山
の
歌
」
は
、『
万
葉
集
』

に
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
木
簡

等
で
『
万
葉
集
』
と
同
じ
歌
が
出

土
し
た
の
は
全
国
で
初
め
て
で
す
。

　

ま
た
、『
万
葉
集
』
は
、
通
説

で
は
、
天
平
17
年
以
降
の
数
年
間

に
編
纂
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、こ
の
木
簡
は
『
万
葉
集
』

が
で
き
た
時
代
よ
り
も
早
い
可
能

性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、「
安
積
山
の
歌
」

が
『
万
葉
集
』
に
よ
っ
て
一
般
に

広
く
知
れ
渡
っ
た
の
で
は
な
く
、

『
万
葉
集
』
が
編
纂
さ
れ
る
以
前

に
、
こ
の
和
歌
が
当
時
の
人
々
に

知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え

ま
す
。
こ
の
木
簡
も
万
葉
集
を
見

て
い
な
い
人
が
書
い
て
い
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、『
万
葉
集
』
の
編

古
典
文
学
の
夢
、

甲
賀
の
地
に
広
が
る

「
万
葉
集
」の
木
簡
、全
国
で
は
じ
め
て
出
土

宮
町
遺
跡

　

平
成
９
年
に
史
跡
紫

香
楽
宮
跡
（
宮
町
遺
跡
）

調
査
で
出
土
し
て
い
た

木
簡
※1

１
点
が
、和
歌
の

書
か
れ
た「
歌
木
簡
」
で

あ
る
こ
と
が
そ
の
後
の

調
査
で
判
明
し
ま
し
た
。

　

こ
の
木
簡
に
書
か
れ

た
和
歌
は
、
そ
の
内
容

か
ら
、
古
典
文
学
を
代

表
す
る
『
万

ま
ん
よ
う
し
ゅ
う

葉
集
』※２

と

『
古こ

今き
ん

和わ

歌か

集し
ゅ
う』※３

と
深

い
関
係
が
あ
り
、
さ
ら

に
そ
れ
が
宮
町
遺
跡
か

ら
出
土
し
た
こ
と
に
よ

り
、
こ
れ
ら
の
時
代
背

景
も
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。

　

今
回
の
発
見
は
、
万

葉
集
や
古
今
和
歌
集
を

は
じ
め
と
す
る
古
典
文

学
を
研
究
す
る
上
で
極

め
て
重
要
な
発
見
で
、

従
来
の
文
学
史
を
も

変
え
る
も
の
と
な
り
ま

し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
こ
の

歴
史
的
発
見
の
内
容
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

�広報あいこうか2008.6.1



纂
過
程
を
知
る
重
要
な
手
が
か
り

と
な
る
だ
け
で
な
く
、
歌
木
簡
が

新
し
い
史
実
を
伝
え
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
『
古
今
和
歌
集
』の
事
実
が

1
5
0
年
前
か
ら
存
在

　

延
喜
５
年
（
西
暦
9
0
5
年
）、

紀き
の
つ
ら
ゆ
き

貫
之
が
編
纂
し
た
古
今
和
歌
集

で
は
、
仮
名
序
と
呼
ば
れ
る
序
文

で
和
歌
を
学
ぶ
た
め
の
理
論
を
記

し
、
そ
の
後
の
古
典
文
学
に
も
大

き
な
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

仮
名
序
に
は
、『「
安
積
山
の
歌
」

と
「
難
波
津
の
歌
」
の
２
つ
の
歌

は
、
和
歌
の
父
母
で
あ
り
、
初
め

て
和
歌
を
習
得
す
る
た
め
に
必
ず

学
ぶ
も
の
で
あ
る
』
と
の
記
載
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ

の
２
つ
の
歌
の
セ
ッ
ト
関
係
は
、

紀
貫
之
が
独
自
に
考
え
た
理
論
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回

の
出
土
で
こ
の
関
係
は
紀
貫
之
が

思
い
つ
い
た
も
の
で
は
な
く
『
古

今
和
歌
集
』
の
成
立
よ
り
1
5
0

年
以
上
前
に
存
在
し
て
い
た
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

※
１
木
簡
…
墨
で
文
字
が
書
か
れ
た
木

片
、
紙
が
普
及
す
る
以
前
に
文
書
、

荷
札
等
に
使
用
さ
れ
た
。

※
２
万
葉
集
…
奈
良
時
代
の
歌
集
、
現

存
す
る
日
本
最
古
の
歌
集
で
、
ひ
ら

が
な
、
カ
タ
カ
ナ
の
基
と
な
る
万
葉

仮
名
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

※
３
古
今
和
歌
集
…
平
安
時
代
に
つ
く

ら
れ
た
歌
集
、
天
皇
の
命
に
よ
っ
て

つ
く
ら
れ
た
初
め
て
の
歌
集
（
勅
撰

和
歌
集
）

歴
史
の
新
事
実
が
甲
賀
で

　

今
回
の
発
見
は
、
考
古
学
だ
け

　

甲
南
町
新
治
地
域
に
あ
る
寺じ

ぜ
ん前

城じ
ょ
う、
村む

ら
さ
め雨
城じ

ょ
う、
新し

ん

宮ぐ
う
じ
ょ
う
城
、
新し

ん
ぐ
う
し

宮
支

城じ
ょ
う、
竹た

け

中な
か
じ
ょ
う
城
の
５
つ
の
遺
跡
が
、

甲
賀
郡
中
惣
遺
跡
群
と
し
て
国
指

定
史
跡
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
遺
跡
群
は
、
戦
国
時
代
、

甲
賀
の
小
領
主
の
自
治
組
織
「
甲

賀
郡
中
惣
」
に
関
連
し
た
城
館
遺

跡
群
で
、
甲
賀
武
士
の
性
格
や
自

治
組
織
の
あ
り
方
を
示
す
大
変
貴

重
な
遺
跡
で
す
。

　

今
後
は
、
こ
の
地
域
の
中
世
史

を
解
明
す
る
上
で
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
資
料
と
し
て
、
地
域
や
学

習
の
場
に
役
立
て
ま
す
。

　

こ
の
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
本
紙

７
月
１
日
号
で
詳
し
く
ご
紹
介
し

ま
す
。

　聖武天皇の都、紫香楽宮跡（宮
町遺跡）で出土した「難波津の
歌」の木簡の裏に「安積山の歌」が書かれていました。
紀貫之は「古今和歌集」の序文でこの２首を歌の父母と
しています。そのセット関係が、一挙に約150年も前の紫
香楽宮で確認されたのです。
　「安積山の歌」は万葉集にありますが、万葉集と同じ
歌が木簡等で出土したのは、これが全国で初めてです。
　この木簡は約２尺（約60センチメートル）と推定され、
歌を書いた長い木簡を持った官人たちが、儀式や宴会で
歌い上げたのでしょう。

で
な
く
、
古
典
文
学
を
研
究
す
る

上
で
極
め
て
重
要
な
歴
史
的
発
見

で
す
。

　

甲
賀
市
は
文
化
財
の
宝
庫
で
す
。

さ
ら
な
る
歴
史
が
隠
さ
れ
て
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
先
人
た
ち
が

残
し
た
資
料
か
ら
、
こ
の
地
で
ど

の
よ
う
な
暮
ら
し
を
し
て
い
た
の

か
、
ロ
マ
ン
を
膨
ら
ま
せ
る
の
も

楽
し
み
で
す
。

大阪市立大学大学院文学研究科

栄原永遠男 教授

儀式や宴会で
使用か

甲
こ う

賀
が（か）

郡
ぐ ん

中
ちゅう

惣
そ う

遺
い

跡
せ き

群
ぐ ん

が
国指定史跡に

n

寺前城遺跡

な
に
は
つ
に 

さ
く
や
こ
の
は
な 

ふ
ゆ
ご
も
り 

い
ま
は
は
る
べ
と　

さ
く
や
こ
の
は
な

あ
さ
か
や
ま 

か
げ
さ
へ
み
ゆ
る 

や
ま
の
ゐ
の 

あ
さ
き
こ
こ
ろ
を 

は
が
お
も
わ
な
く
に

n

出
土
木
簡
か
ら
推
定
し
た
木
簡
の
復
元
図

（
─
─
今
回
出
土
し
た
部
分
）
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市の予算執行状況19年度
平成

歳入歳出予算総額　333億9，840万円
一般会計

地方自治法第243条の3第1項の規定に基
づき、平成19年4月1日から平成20年3月31
日までの甲賀市予算の歳入歳出の状況を
お知らせします。

歳出●278億1,903万円
（3月31日までに入ってきたお金）（3月31日までに使われたお金）
歳入●266億7,133万円

特別会計及び公営企業会計
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4,00
3万円
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5万円
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7万円
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5,95
8万円

10億
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0万円
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9万円
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8万円

10億
1,67
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10億
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1万円

14億
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7万円

30億
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8億6
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8億3
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9億3
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22億
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万円

6,20
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2,51
5万円

138
億9,
634
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82億
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5万円

74億
8,36
1万円
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3,42
4万円

1億8
,177

万円

17億
8,67
1万円

12億
4,85
7万円

4億4
09万

円

3億8
,519

万円

34億
1,36
5万円

18億
1,77
3万円

12億
7,52
6万円

12億
1,01
9万円

39億
5,09
0万円

46億
847

万円

45億
9,83
2万円

1億4
,562

万円

2,54
1万円

34億
7,29
7万円

1億6
,260

万円

38億
6,80
0万円

32億
8,53
4万円

2億6
,110

万円

凡例

支出額 収入額

支出予定額 収入予定額

予算額
支出額

予算額
収入額

このグラフは、平成
19年度予算に対する、
平成20年3月31日現
在の執行状況を表し
たものです。
（最終補正予算額は
含まれていません。）
平成19年度の決算は、
出納整理期間の執行
を含めたものになり
ますので、11月号で
お知らせする予定で
す。

公共下水道事業特別会計

鉄道経営安定対策基金特別会計 鉄道施設整備基金特別会計

国民健康保険特別会計 老人保健医療特別会計 介護保険特別会計 農業集落排水事業特別会計 土地取得事業特別会計
野洲川基幹水利施設
管理事業特別会計

国民健康保険診療所特別会計 病院事業会計 水道事業会計

[歳出より歳入が少ない理由]
市では、国や県からの補助金や、地方債を借り入れることで事業を実施して
います。しかし、このほとんどが、5月下旬（出納整理期間）に入ってきます。
市は事業が終わればお金を支払わなければなりませんから、このお金が入
ってくるまでは、その分を金融機関から借りています。一時借入金といい、
歳入には含まれません。

[歳出より歳入が少ない理由]
市では、国や県からの補助金や、地方債を借り入れることで事業を実施して
います。しかし、このほとんどが、5月下旬（出納整理期間）に入ってきます。
市は事業が終わればお金を支払わなければなりませんから、このお金が入
ってくるまでは、その分を金融機関から借りています。一時借入金といい、
歳入には含まれません。

歳入歳出予算総額
80億8,620万円

74億7,840万円 66億9,447万円

歳入歳出予算総額
80億7,593万円

71億3,745万円 71億9,754万円

歳入歳出予算総額
41億2,607万円

36億5,280万円 38億7,173万円

歳入歳出予算総額
55億6,790万円

33億9,945万円 29億9,432万円

歳入歳出予算総額
10億1,511万円

7億2,205万円 5億1,393万円

歳入歳出予算総額
1,686万円

3,048万円

歳入歳出予算総額
1,619万円

8万円

1,108万円

歳入歳出予算総額
733万円

637万円 733万円

歳入歳出予算総額
4,126万円

4,030万円 4,133万円

歳入歳出予算総額
2,398万円

2,144万円 1,824万円

歳出予算総額  19億5,596万円
歳入予算総額  21億5,580万円

歳出予算総額  57億4,805万円
歳入予算総額  49億929万円

18億1,319万円 19億9,919万円 46億2,259万円 39億4,382万円

1,128万円
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市の予算執行状況19年度
平成

歳入歳出予算総額　333億9，840万円
一般会計

地方自治法第243条の3第1項の規定に基
づき、平成19年4月1日から平成20年3月31
日までの甲賀市予算の歳入歳出の状況を
お知らせします。

歳出●278億1,903万円
（3月31日までに入ってきたお金）（3月31日までに使われたお金）
歳入●266億7,133万円

特別会計及び公営企業会計

0

20

40

60

80

100

120

140

160
（億円）（億円）

市税

地方
譲与
税

各種
交付
金

地方
交付
税

分
担
金
及
び
　

負
担
金

使
用
料
及
び
　

手
数
料

国庫
支出
金

県支
出金 繰入

金
諸収
入

地方
債

その
他

議会
費

総務
費

民生
費

衛生
費

労働
費

農林
水産
業費 商工

費
土木
費

消防
費

教育
費

公債
費

その
他0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

2億6
,469

万円

48億
925

万円

144
億2,
007

万円

4億5
,000

万円

3億2
,343

万円

18億
4,00
3万円

18億
2,78
5万円

50億
6,64
7万円

52億
5,95
8万円

10億
1,67
0万円

18億
4,12
9万円

14億
4,60
8万円

10億
1,67
5万円

10億
8,56
1万円

14億
5,73
7万円

30億
868

万円

1億8
90万

円

8億6
,112

万円

8億3
,417

万円

9億3
,031

万円

5,47
9万円

22億
8,89
7万円9億4

,798
万円

6,20
9万円
2,51
5万円

138
億9,
634

万円

82億
2,37
5万円

74億
8,36
1万円

43億
3,42
4万円

1億8
,177

万円

17億
8,67
1万円

12億
4,85
7万円

4億4
09万

円

3億8
,519

万円

34億
1,36
5万円

18億
1,77
3万円

12億
7,52
6万円

12億
1,01
9万円

39億
5,09
0万円

46億
847

万円

45億
9,83
2万円

1億4
,562

万円

2,54
1万円

34億
7,29
7万円

1億6
,260

万円

38億
6,80
0万円

32億
8,53
4万円

2億6
,110

万円

凡例

支出額 収入額

支出予定額 収入予定額

予算額
支出額

予算額
収入額

このグラフは、平成
19年度予算に対する、
平成20年3月31日現
在の執行状況を表し
たものです。
（最終補正予算額は
含まれていません。）
平成19年度の決算は、
出納整理期間の執行
を含めたものになり
ますので、11月号で
お知らせする予定で
す。

公共下水道事業特別会計

鉄道経営安定対策基金特別会計 鉄道施設整備基金特別会計

国民健康保険特別会計 老人保健医療特別会計 介護保険特別会計 農業集落排水事業特別会計 土地取得事業特別会計
野洲川基幹水利施設
管理事業特別会計

国民健康保険診療所特別会計 病院事業会計 水道事業会計

[歳出より歳入が少ない理由]
市では、国や県からの補助金や、地方債を借り入れることで事業を実施して
います。しかし、このほとんどが、5月下旬（出納整理期間）に入ってきます。
市は事業が終わればお金を支払わなければなりませんから、このお金が入
ってくるまでは、その分を金融機関から借りています。一時借入金といい、
歳入には含まれません。

[歳出より歳入が少ない理由]
市では、国や県からの補助金や、地方債を借り入れることで事業を実施して
います。しかし、このほとんどが、5月下旬（出納整理期間）に入ってきます。
市は事業が終わればお金を支払わなければなりませんから、このお金が入
ってくるまでは、その分を金融機関から借りています。一時借入金といい、
歳入には含まれません。

歳入歳出予算総額
80億8,620万円

74億7,840万円 66億9,447万円

歳入歳出予算総額
80億7,593万円

71億3,745万円 71億9,754万円

歳入歳出予算総額
41億2,607万円

36億5,280万円 38億7,173万円

歳入歳出予算総額
55億6,790万円

33億9,945万円 29億9,432万円

歳入歳出予算総額
10億1,511万円

7億2,205万円 5億1,393万円

歳入歳出予算総額
1,686万円

3,048万円

歳入歳出予算総額
1,619万円

8万円

1,108万円

歳入歳出予算総額
733万円

637万円 733万円

歳入歳出予算総額
4,126万円

4,030万円 4,133万円

歳入歳出予算総額
2,398万円

2,144万円 1,824万円

歳出予算総額  19億5,596万円
歳入予算総額  21億5,580万円

歳出予算総額  57億4,805万円
歳入予算総額  49億929万円

18億1,319万円 19億9,919万円 46億2,259万円 39億4,382万円

1,128万円
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略
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一
年
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よ
ろ
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く
お
願
い
し
ま
す

み
ん
な
が
つ
く
る
住
み
よ
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と
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気
あ
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る

甲
賀
市
を
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し
、
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域
の
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ダ
ー
と
し
て

ご
活
躍
い
た
だ
き
ま
す
。

区
長
さ
ん
が

決
ま
り
ま
し
た

区長さんが決まりました

  
水
口
地
域

　

区（
自
治
会
）名	

区
長（
自
治
会
長
）名

	
1	

山
崎　

豊
造

	
2	

今
村　

宏
司

	

3	
古
川　

政
夫

	

4	
藤
井　

茂
男

	

5	

岸
田　

祐
宗

	

6	

池
ノ
内
靖
彦

	

7	

池
本　

久
男

	

8	

菊
池　

康
紀

	

9	

小
林　

辰
也

	

南	

大
原　

英
資

	

10	

西
村　

秀
男

	

11	

大
平　

良
三

	

12	

山
下　

長
夫

	

13	

飯
田　

敏
夫

	

14	

松
林　

武
雄

	

15	

松
下　

藤
男

	

16	

上
野　

幹
雄

	

17	

吉
田　

次
郎

	

城
南
区	

田
中　

明
大

	

18	

中
村
暎
一
郎

	

19	

田
中　
　

勇

	

20	

木
戸　

伸
雄

	

21	

増
田　

信
之

	

22	

宍
戸　

俊
夫

	

幸
ケ
平	

林　
　

明
男

	

林
口	

田
中　

甲
士

	

名
坂	

伊
藤　

耕
造

	

東
名
坂	

吉
住
三
十
司

	

名
坂
堂
山	

西
村　

富
一

	

朝
日
が
丘	

西
田　

嘉
夫

	

古
城
が
丘	

森
口　

義
雄

	
東
古
城
が
丘	

藤
岡　

葊
治

	

古
城
が
丘
緑	

上
西　

昌
和

	

松
尾	

北
岡　

義
男

	

松
尾
団
地	
大
石　

泰
久

	

水
口
松
尾
台	
横
山　
　

優
	

中
畑	

小
崎　

史
朗

	

新
城	

東　
　
　

正

	

城
が
丘	

山
下　

達
男

	

つ
つ
じ
が
丘	

辻
下　
　

博

	

今
郷	

北
山
当
美
雄

	

嶬
峨	

前
崎　

佐
平

	

和
野	

藤
井　
　

稔

	

八
田	

山
中　

恒
久

	

春
日	

宿
谷　

忠
五

	

下
山	

伊
藤　

恒
昭

	

伴
中
山	

寺
村　

研
一

	

山	

西
本　

庄
助

	

広
野
台
東	

城
山　

和
人

	

広
野
台
西	

谷
中　

憲
弘

	

桜
ヶ
丘	

田
村　

正
治

	

第
三
水
口
台	

谷
川
公
一
郎

	

第
四
水
口
台	

中
川　
　

進

	

菅
谷	

岩
本　

剛
太

	

泉	

田
中　
　

実

	

酒
人	

山
崎　

征
夫

	

植	

澤
田　

眞
作

	

宇
田	

川
嶌　

純
一

	

北
脇	

山
中　

文
男

	

山
手	

関　

純
一
郎

	

宮
前	

高
岡　
　

治

	

大
法
寺	

倉
田　

信
夫

	

柏
貴	

江
藤　

正
夫

	
虫
生
野	

鵜
飼　

正
美

	

貴
生
川
第
１	

今
村　

武
志

	

貴
生
川
第
２	

倉
田
紘
一
郎

	

貴
生
川
第
３	

村
木　

孝
幸

	

北
内
貴	

倉
田　

治
雄

	

宇
川	

久
世　

功
夫

	

岩
坂	

西
川　
　

隆

	

高
山	

住
田　

芳
治

	

三
大
寺	

岡
村　

清
昭

	

か
ふ
か
の
丘	

川
村　

王
彦

	

三
本
柳	

山
田　

静
夫

	

牛
飼	

戸
田　

明
義

	

杣
中	

冨
永　

啓
治

	

山
上	

北
村　

文
男

	

古
城
が
丘
南	

町
田　

孝
治

	

城
内	

野
村　

敏
夫

	

城
山	

武
村　

信
夫

	

本
丸	

野
田　

淑
次

	

梅
の
木	

山
中
久
美
子

	

警
察
官
舎	

鳥
毛　

優
佑

	

岡
の
郷	

藤
座　

圭
二

	

１
の
１
番
街	

杉
本　

文
子

	

西
ヶ
瀬	

東　
　

忠
男

甲
賀
市
区
長
連
合
会
役
員

 

役
職　
　

   

氏　
　
　

名　
　

 

地
域
名

会　

長	

北
川
洋
一
郎	

土
山

副
会
長	

松
林　

武
雄	

水
口

副
会
長	

井
村　

龍
造	

甲
賀

副
会
長	

中
西　

良
平	

甲
南

副
会
長	

谷
口　

次
雄	

信
楽

理　

事	

菊
池　

康
紀	

水
口

理　

事	

北
山
当
美
雄	

水
口

理　

事	

市
井　
　

洋	

土
山

理　

事	

丸
田　

順
登	

土
山

理　

事	

緩
利　

一
郎	

甲
賀

理　

事	

杉
本
喜
久
男	

甲
賀

理　

事	

木
村　

信
夫	

甲
南

理　

事	

木
下　

純
一	

甲
南

理　

事	

宇
田　

康
雄	

信
楽

理　

事	

大
谷
大
一
朗	

信
楽
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（
敬
称
略
）

一
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

み
ん
な
が
つ
く
る
住
み
よ
さ
と
活
気
あ
ふ
れ
る

甲
賀
市
を
め
ざ
し
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

ご
活
躍
い
た
だ
き
ま
す
。

区
長
さ
ん
が

決
ま
り
ま
し
た

区長さんが決まりました

  
土
山
地
域

　

区（
自
治
会
）名	

区
長（
自
治
会
長
）名

	

大
河
原
１	

大
野　

正
志

	

大
河
原
２	
西
村　

正
直

	

東
野
１	
小
倉　

卯
一

	

東
野
２	

三
上　
　

博
	

西
野
１	

久
保　

安
夫

	

西
野
２	

大
家　

忠
男

	

黒
滝	

北
岡　
　

規

	

上
の
平	

安
村　
　

勝

	

中
之
組	

安
村　

俊
治

	

川
西	

馬
場　

宗
昭

	

黒
川
市
場	

松
岡　

繁
利

	

猪
鼻	

青
木　

博
明

	

山
中	

戸
田　
　

靖

	

笹
路	

土
山　

道
雄

	

山
女
原	

丸
田　

順
登

	

南
東	

渡
辺　

俊
博

	

南
中	

本
馬　

勲
男

	

南
西	

北
村　

照
男

	

北
東	

小
山　
　

茂

	

北
芝	

杉
山　

彦
造

	

北
中	

北
川
洋
一
郎

	

北
西	

堀　

喜
代
志

	

平
子	

中
嶋　
　

均

	

東
瀬
音	

福
井　

厚
司

	

西
瀬
音	

吉
村　

忠
夫

	

青
土	

森
本　

浩
一

	

野
上
野	

堀　
　

孝
史

	

大
澤	

辻
林　
　

修

	

頓
宮	

前
田　

久
司

	

前
野	

前
野　

利
明

	

市
場	

松
井　

貞
夫

	

徳
原	

市
井　
　

洋

	

三
軒
家	

倉
森　

昭
雄

	

片
山	

木
田　

義
一

	

今
宿	

松
本　

一
夫

	

里	

木
田　

英
和

	

寺
前	

片
岡　

隆
昭

	

新
里	

辻
林　

光
治

	

布
引	

中
村　

健
一

	
末
田	

梅
本　
　

努

	

緑
ヶ
丘
１
・
１	

橋
本　

憲
明

	

緑
ヶ
丘
１
・
２	
小
栗　

博
明

	

緑
ヶ
丘
５	
名
波
谷　

稔
	

第
２
緑
ヶ
丘	

森
中　

紀
善

  

甲
賀
地
域

　

区（
自
治
会
）名	

区
長（
自
治
会
長
）名

	

櫟
野	

雲　
　

義
孝

	

神	

井
原　

賢
二

	

大
原
上
田	

谷　
　

則
次

	

大
久
保	

西
田　

隆
弘

	

大
原
中	

井
村　

龍
造

	

拝
坂	

大
林　

源
弥

	

鳥
居
野	

雲　
　
　

勝

	

相
模	

北
相
模
宏
二

	

大
原
市
場	

中
尾　

吉
一

	

高
野	

大
林　

吉
郎

	

油
日	

嶋
岡　
　

實

	

上
野	

山
下　

勝
良

	

鹿
深
台	

草
名　

茂
夫

	

田
堵
野	

雲　
　

一
郎

	

滝	

緩
利　

一
郎

	

毛
牧	

柚
木　

一
秀

	

和
田	

片
淵　

茂
樹

	
高
嶺	

重
藤　

悦
治

	
五
反
田	

藤
原　

弘
正

	

小
佐
治	

吉
治　

忠
人

	

神
保	
藤
橋　

利
忠

	

隠
岐	
正
木　

新
逸

	

岩
室	

杉
本
喜
久
男

  

甲
南
地
域

　

区（
自
治
会
）名	

区
長（
自
治
会
長
）名

	

寺
庄	

藤
井　

武
夫

	

葛
木	

福
井　

章
二

	

深
川	

黄
瀬　

三
朗

	

深
川
市
場	

川
村　

利
生

	

稗
谷	

奥
村　

雅
明

	

森
尻	

今
村　

吉
隆

	

宝
木	

中
西　

良
平

	

池
田	

豊
田　

重
孝

	

磯
尾	

木
下　

武
彦

	

竜
法
師	

宝
本　

市
蔵

	

野
尻	

小
林　
　

繁

	

野
田	

小
谷　

健
司

	

杉
谷	

木
村　

信
夫

	

新
治	

木
村　
　

満

	

塩
野	

山
中　

茂
樹

	

市
原	

飯
田　
　

弘

	

柑
子	

平
井　

一
芳

	

下
野
川	

橋
本　

博
行

	

上
野
川	

中
野　
　

勇

	

下
馬
杉	

木
下　

純
一

	

上
馬
杉	

森
岡　

光
良

	

耕
心	

吉
川　
　

豊

	

ニ
ュ
ー
ポ
リ
ス	

谷　
　

隆
典

	

希
望
ヶ
丘	

伊
藤　

忠
雄

	

希
望
ヶ
丘
本
町	

酒
巻　

昌
市

  

信
楽
地
域

　

区（
自
治
会
）名	

区
長（
自
治
会
長
）名

	

長
野	

石
田　

昌
一

	

神
山	

北
村　

忠
之

	

江
田	

松
本　

好
生

	

田
代	

大
平　

繁
男

	

畑	

服
部　

喜
造

	

宮
町	

黄
瀬　

三
郎

	

黄
瀬	

福
山　

紀
一

	

牧	

里
見　

一
男

	

勅
旨	

宇
田　

康
雄

	

丸
岡	

杉
本　
　

聰

	

西	

谷
口　

次
雄

	

柞
原	

植
西　

民
郎

	

中
野	

川
上　

重
蔵

	

杉
山	

大
谷　

善
一

	

し
が
ら
き
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン	

長
沢　

哲
夫

	

小
川	

杉
本　

政
治

	

小
川
出	

田
中　
　

勇

	

上
朝
宮	

北
田
与
志
照

	

下
朝
宮	

小
倉　

繁
昌

	

宮
尻	

大
谷
大
一
朗

	

多
羅
尾	

西
浦　

富
一
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《行政文書公開の実施状況》
平成19年4月1日〜平成20年3月31日

◦請求件数…………………… 79件
　　市長部局………………… 63件
　　教育委員会……………… 11件
　　選挙管理委員会…………… 2件
　　監査委員…………………… 1件
　　固定資産評価審査委員会	 1件
　　議会………………………… 1件
◦公開等の決定状況
　　公開……………………… 36件
　　部分公開………………… 28件
　　非公開……………………… 3件
　　不存在…………………… 11件
　　取下げ……………………… 1件
◦部分公開及び非公開理由別状況
　　個人に関する情報……… 10件
　　法人等に関する情報……… 8件

　　意思形成過程情報………… 2件
　　市政運営情報……………… 5件
　　法令秘情報及び
　　個人に関する情報………… 2件
　　�個人に関する情報
　　及び法人等に関する情報	 3件
　　法人等に関する情報
　　及び市政運営情報………… 1件
◦不存在理由別状況
　　保存期間の経過により
　　廃棄したため……………… 1件
　　作成していないため……… 7件
　　取得していないため……… 2件
　　その他……………………… 1件
　　不服申立ての件数………… 0件

《個人情報開示の実施状況》
平成19年4月1日〜平成20年3月31日

◦請求件数…………………… 12件
　　市長部局………………… 12件
◦開示等の決定状況
　　開示……………2件
　　部分開示………4件
　　不存在…………5件
　　取下げ…………1件
◦部分開示理由別状況
　　開示請求者以外の個人に関する情報
　　　…………………………… 3件
　　�開示請求者以外の個人に関する

情報及び個人の評価、判定、選
考等に関する情報………… 1件

　　不服申立ての件数………… 0件

開かれた市政の推進を

情報公開・個人情報保護制度

　市では、市政に関する市民の知
る権利を保障するため「情報公開
制度」を、個人の権利利益の保護
を図り、基本的人権を擁護するた

め「個人情報保護制度」を実施し
ています。
　甲賀市情報公開条例第29条
（実施状況の公表）及び甲賀市個

人情報保護条例第44条（運用状
況の公表）の規定に基づいて、平
成19年度の実施状況を次のとお
り公表します。

問い合わせ　法務室　法務係
☎65-0664　ＦＡＸ63-4554

もと　や

市役所水口庁舎及び各支所に情報コ
ーナーを設け、入札結果、議会会議
録などの情報提供を行っていますの
でご利用ください。

平成20年春の叙勲で市内から３名の方が受章されました。
受章された方は次の方々です。

　区長として、新興住宅の立ち上
げ、発展に寄与されました。また、
甲南町議会議員として、長きにわ
たり町政の発展にご尽力され、そ
の間町議会議長をはじめとする要
職を歴任、町行政ならびに広域行
政の発展に貢献されました。

旭日双光章

東
ひがしざ わ

澤　喜
き さ ぶ ろ う

三郎氏
（甲南町耕心）

　公立高等学校教諭として、学校
教育、運動部活動の発展にご尽力
されました。また、教頭、校長と
して、新設校の学校運営体制の確
立、人権を尊重した教育の発展に
貢献されるとともに、理科教育、
国際教育にご尽力されました。

瑞宝小綬章

西
に し か わ

川　良平氏
（水口町植）

　多年にわたり税務行政に従事
され、国税の賦課徴収をはじめ、
税のコンピュータ事務処理の導
入、税務教育などにご尽力され
ました。また税務署長として、
適性かつ公正な税務行政の推進
に貢献されました。

瑞宝小綬章

林
はやし

　素也氏
（水口町虫生野）

春の叙勲

りょうへい
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　現在、児童手当を受給されている方は、６月中に「現況届」を
提出してください。
　この届は、毎年６月１日現在の養育状況や所得状況などを確認
し、引き続き手当を受ける要件があるかどうか確認するためのも
のです。この届出がないと６月分以降の手当が受けられなくなり
ますので、必ず６月中に提出してください。

※公務員・団体職員（独立行政法人を除く）の方は勤務先で手続きを

してください。

問い合わせ
社会福祉課  児童家庭支援担当　☎65‐0705  ℻63‐4085

児童手当
現況届の提出を

お忘れなく

届出に必要なもの
●現況届　●印かん
●健康保険証の写しまたは年金加入証明書
　（国民年金加入者は不要）
●平成20年度所得証明書（児童手当用）※

※平成20年１月２日以降に本市に転入
された方は提出をお願いします。

　市と自衛隊滋賀地方協力本部は、
４月11日に自衛官の志願者に関する
情報提供や地域での広報活動等を支
援していただく自衛官募集相談員を
委嘱しました。
　委嘱された5人の方は、平

ひら

尾
お

雅
まさ

弘
ひろ

さ
ん（信楽町）、藤

ふじ

原
わら

大
たい

司
し

さん（水口町）、
中
なか

尾
お

博
ひろ

次
つぐ

さん（水口町）、西
にし

本
もと

信
のぶ

也
や

さん
（甲南町）、河

かわ

合
い

芳
よし

明
あき

さん（土山町）で、
前回に引き続いてお受けいただきま
した。４月１日から2年間ご活躍いた
だきます。
　自衛隊に入隊したい方、興味のあ
る方は、いつでもお気軽にご相談く
ださい。

問い合わせ　総務課　総務係
☎65-0663　ＦＡＸ63-4554

甲賀市自衛官募集相談員決まる

自衛隊との

パイプ役

【
補
助
対
象
と
な
る
団
体
】

　

市
民
等
に
よ
り
自
主
的
に
組
織
さ
れ
、
自

主
的
な
事
業
実
施
や
適
正
な
経
理
処
理
が

で
き
、
か
つ
次
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る

団
体
が
対
象
で
す
。

①�

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
活
動
を
主
な

目
的
と
し
て
い
る
こ
と
。

②�

市
内
に
活
動
の
拠
点
を
持
ち
、
年
間
を

通
じ
て
主
に
市
内
で
活
動
し
て
い
る
こ

と
。

③�

主
に
市
内
に
在
住
、
在
勤
ま
た
は
在
学

す
る
18
歳
以
上
の
方
（
5
人
以
上
）
で

構
成
し
て
い
る
こ
と
。

※�

た
だ
し
、
市
が
交
付
す
る
他
の
補
助
金
を

受
け
て
い
る
団
体
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

【
補
助
対
象
と
な
る
事
業
】

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
つ
な
が

る
と
認
め
ら
れ
る
事
業
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

▼
事
業
例

　

◎
講
演
会
や
学
習
会
な
ど
の
開
催

　

◎
寸
劇
や
朗
読
劇
な
ど
に
よ
る
啓
発

　

◎�

啓
発
チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ミ

ニ
コ
ミ
誌
な
ど
の
作
成
、
配
布

応
援
し
ま
す 

男
女
共
同
参
画
活
動

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
活
動
団
体
補
助
金
の
申
請
受
付
中

　

市
で
は
、
性
別
に
関
わ
ら
ず
だ
れ
も
が

個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
豊
か

な
社
会
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
男
女
共

同
参
画
に
関
す
る
活
動
に
取
り
組
む
団
体

に
補
助
金
を
交
付
す
る
制
度
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

人
権
推
進
課　

人
権
政
策
担
当

☎
6
5
─

0
6
9
5 

ＦＡＸ
6
3
─

4
5
8
2

　

◎�

女
性
や
男
性
の
自
立
、
仕
事
と
家
庭

生
活
の
両
立
な
ど
へ
の
支
援
活
動

　

◎�

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス

（
D
V
）
被
害
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
活
動

　

◎�

先
進
事
例
の
調
査
研
究
や
情
報
収
集

　

◎�

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
や
報
告
書

作
成

【
事
業
の
実
施
期
間
】

　

平
成
20
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
21
年
3

月
31
日
ま
で
に
行
わ
れ
る
事
業
が
対
象
に

な
り
ま
す
。

【
補
助
対
象
と
な
る
経
費
】

　

事
業
実
施
に
必
要
な
経
費
の
う
ち
、
講

師
謝
金
や
旅
費
、
事
務
用
品
、
コ
ピ
ー
代
、

会
場
使
用
料
な
ど
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

【
補
助
金
の
交
付
額
】

　

予
算
の
範
囲
内
で
補
助
し
ま
す
。
た
だ

し
、
1
団
体
に
つ
き
年
間
2
万
円
が
上
限

額
と
な
り
、
千
円
未
満
は
切
り
捨
て
ま
す
。

【
補
助
金
交
付
の
申
請
】

　

所
定
の
書
類
を
6
月
16
日
（
月
）
ま
で

に
人
権
推
進
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
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ECOECO
◎対象家屋
平成20年１月１日以前から市内に所在する住宅

◎対象工事
工事費が30万円以上の次の改修工事
①窓の改修工事
②床の断熱改修工事
③天井の断熱改修工事
④壁の断熱改修工事
※①の工事は必ず行うこと
※①から④までの改修工事により、それぞれの部位が現
行の省エネ基準に新たに適合することになること

固定資産税を減額

問い合わせ　税務課　資産税係
☎65─0680　℻63─4574

省 エ ネ 改 修 を さ れ る 方 へ

　

平
成
18
年
度
税
制
改
正

に
お
い
て
、
所
得
税
（
平

成
19
年
分
）
と
住
民
税
（
平

成
19
年
度
分
）
の
間
で
税

源
移
譲
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
改
正
で
は
、
平
成

18
年
、
平
成
19
年
中
の
所

得
に
大
き
な
変
動
が
な
い

場
合
、
税
源
移
譲
に
よ
っ

て
平
成
19
年
度
住
民
税
が

増
え
て
も
、
そ
の
増
え
た

分
が
平
成
19
年
分
所
得
税

か
ら
減
る
こ
と
で
所
得
税

と
住
民
税
の
負
担
額
の
合

計
が
変
わ
ら
な
い
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
平
成
19
年
中

の
所
得
が
大
幅
に
減
る
こ

と
に
よ
っ
て
所
得
税
が
非

課
税
に
な
っ
た
場
合
、
調

整
す
べ
き
金
額
を
所
得
税

か
ら
差
し
引
く
こ
と
が
で

き
ず
、
住
民
税
額
の
増
だ

け
が
生
ず
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
方
に
つ
い

て
は
、
税
源
移
譲
時
の
所

得
変
動
に
係
る
経
過
措
置

と
し
て
、「
平
成
19
年
度
分

市
民
税
・
県
民
税
減
額
申

告
書
」
を
、
平
成
20
年
7

月
1
日（
火
）
か
ら
同
月
31

日（
木
）
ま
で
に
提
出
し
た

場
合
に
限
り
減
額
措
置
が

適
用
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
い
要
件
、
手
続
き

な
ど
に
つ
い
て
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

減
額
措
置
の
適
用
の
対

象
と
な
る
可
能
性
の
方
に

は
、
6
月
下
旬
に
「
案
内

文
書
」
及
び
「
平
成
19
年

度
分
市
民
税
・
県
民
税
減

額
申
告
書
」
を
郵
送
し
ま

す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

税
務
課
　

市
民
税
係

☎
6
5
│

0
6
7
9

℻
6
3
│

4
5
7
4

税
源
移
譲
時
の

所
得
変
動
に
係
る

住
民
税
の
減
額
措
置

に
つ
い
て

　平成20年１月１日以前から所在する住宅におい
て、平成20年４月１日から平成22年３月31日までの
間に省エネ改修工事を行った場合、次の要件を満た
すことにより、当該家屋の固定資産税が翌年度１年
間減額される制度ができました。
　この制度の適用を受けようとする場合は、改修後
３か月以内に必要書類を揃え申請してください。

①
6
月
25
日（
水
）「
子
ど
も
の

発
達
と
親
の
役
割
」

②
7
月
2
日（
水
）「
こ
こ
ろ
を

聴
く
」を
学
ぶ

③
7
月
9
日（
水
）「
子
ど
も
の

安
全
〜
予
防
と
対
応
〜
」

④
7
月
16
日（
水
）「
家
庭
教
育

の
今
を
考
え
る
」

時
　

間
／
10
：
00
〜
12
：
00

（
各
回
と
も
）

場
　

所
／
サ
ン
ト
ピ
ア
水
口

（
共
同
福
祉
施
設
）

定
　

員
／
30
人

受
講
料
／
無
料

（
テ
キ
ス
ト
代
等
実
費
負
担
）

申
込
締
切
／
6
月
23
日（
月
）

※
講
座
修
了
後
は
、親
子
プ
レ
イ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
、ま
た
は
学
童

期
を
含
め
た
家
庭
教
育
推
進
事
業

に
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎減額対象床面積  １戸当たり120㎡分までを限度とする
◎減 額 率　１／３
◎減額期間　翌年１年間
◎申 請 者   当該家屋の所有者または納税義務者
◎申請時期   省エネ改修工事が完了した後、３か月以内
※申請書は税務課及び各支所に備え付けてあります。詳し
くは、市ホームページをご覧いただくか、下記までお問
い合わせください。

家庭教育サポーター養成講座 受講者募集 　

子
育
て
の
課
題
を
と
も
に

考
え
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ

る
方
を
募
集
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　

生
涯
学
習
課

　
　
　

☎
8
6
│

8
0
2
2

　
　
　

℻
8
6
│

8
3
8
0
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豊かな自然・文化・歴史をより良い状態で次代に引き継ごう
〜取り組んでみませんか　ISOこうか家庭編〜

私たちに何ができる？

　テレビや新聞では地球環境問題が取り上げられています。
地球温暖化対策は人類の大きな課題となっていることは多
くの方がご存じのことでしょう。
　しかし「このままではいけない、何かしなければ…」と
わかっていても何をしたらよいのでしょうか？

家庭からはじめよう

　環境問題は日常生活や通常の事業活動が主な原因となっ
ているため、私たち一人ひとりが気をつけなければ改善で
きません。市では各家庭における身近な環境保全活動を推

問い合わせ　生活環境課　環境政策担当　　　　　　☎65-0691　ＦＡＸ63-4582

…６月は環境月間です…
　６月５日の「世界環境デー」に合わせ、我が国で
は６月を「環境月間」と設定し、環境保全に関する
国民の認識と行動を促すための、各種の催し物等を
実施することとしています。甲賀市でも環境月間と
位置づけ市民の方とともに環境の保全と創出のため
取り組んでいきます。

進するため『ISOこうか（家庭編）』認定制度を設けていま
す。この制度は、地球環境保全のためにつくられた国際的
な環境マネジメント規格「ISO14001」の概念を取り入れ、
市民の皆さんが環境保全について取り組んでいただきやす
いように定めた、甲賀市の環境保全規格です。

みんなで取り組もう

　市では、「ISOこうか家庭編」の参加者を募集しています。
まずは取組宣言書を市役所に提出してください。宣言者に
は取り組みシートをお渡しします。取り組み項目から自分
にできることを選んでいただき、３か月の取り組みの結果、
認定基準に達した方には認定証と賞品をお渡しします。自
分にできることを考え、行動・実践してみましょう。
　一人でも多くの皆さんにご参加いただき、小さな取り組
みが大きな輪となっていくことを願っています。

※�取組宣言書は市ホームページより入手していただくか、各支所
及び生活環境課に備えています。

限
り
あ
る

私
た
ち
の
水
を

大
切
に

　

６
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
は
第
50
回
水
道
週
間
で
す
。私
た
ち
が
毎
日
使
用
し
て
い
る
水

道
水
は
、生
活
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
が
、無
限
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。一
人
ひ
と
り

が
水
を
大
切
に
す
る
よ
う
心
が
け
て
い
た
だ
く
た
め
に
、水
道
に
関
す
る
よ
く
あ
る
問
い
合

わ
せ
に
お
答
え
し
ま
す
の
で
、水
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
し
て
く
だ
さ
い
。

Q　

水
道
水
の
水
質
検
査
は
ど
の
よ
う
に
実

施
し
て
い
ま
す
か
？

A　

甲
賀
市
水
質
検
査
計
画
に
基
づ
き
毎
月

実
施
し
て
い
ま
す
。
検
査
結
果
に
つ
い
て

は
、
甲
賀
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

Q　

宅
内
に
鉛
管
が
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で

す
が
大
丈
夫
で
す
か
？

A　

鉛
管
は
現
在
は
使
用
さ
れ
な
く
な
っ
て

い
ま
す
が
、
か
つ
て
は
腐
食
し
に
く
く
加

工
が
容
易
な
こ
と
か
ら
、
昭
和
40
年
代
中

頃
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
　

も
し
現
在
使
用
さ
れ
て
い
て
も
、
毎
日

水
道
を
使
っ
て
い
れ
ば
鉛
の
濃
度
は
基
準

値
以
下
で
安
心
し
て
使
用
し
て
い
た
だ
け

ま
す
。
し
か
し
、
長
時
間
滞
留
し
た
場
合

に
、
基
準
値
を
超
え
て
鉛
が
溶
け
出
す
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
約
10

㍑
の
水
を
飲
み
水
以
外
に
使
用
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、
安
心
し
て
利
用
で
き
ま
す

が
、
リ
フ
ォ
ー
ム
時
等
に
取
り
替
え
を
お

勧
め
し
ま
す
。

Q　

急
に
使
用
量
が
増
え
た
の
は
漏
水
で
し

ょ
う
か
？

A　

蛇
口
を
全
部
閉
め
て
も
メ
ー
タ
ー
の
パ

イ
ロ
ッ
ト
が
動
い
て
い
れ
ば
、
宅
内
給
水

管
の
ど
こ
か
で
水
漏
れ
が
あ
り
ま
す
。
甲

賀
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に
修
繕

を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

Q　

水
道
料
金
を
滞
納
し
て
い
る
が
？

A　

納
期
限
ま
で
に
料
金
の
お
支
払
い
が
な

い
場
合
、
督
促
状
を
発
送
し
ま
す
。
そ
れ

で
も
お
支
払
い
が
な
い
場
合
は
催
告
書
、

給
水
停
止
予
告
通
知
書
を
発
送
し
、
最
終

的
に
納
付
に
応
じ
て
い
た
だ
か
な
い
場
合

は
、
給
水
停
止
を
実
施
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。問

い
合
わ
せ　

上
水
道
業
務
課

☎
8
6
─

8
0
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3
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第50回
水道週間
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５
月
３
日
、
土
山
町
瀧
樹
神

社
で
、
国
選
択
無
形
文
化
財
、

ケ
ン
ケ
ト
踊
り
の
奉
納
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

ケ
ン
ケ
ト
踊
り
は
、
地
元
の

子
ど
も
が
、
大
き
な
羽
飾
り
と

華
や
か
な
衣
装
を
身
に
つ
け
、

「
ケ
ン
ケ
ト　

ケ
ン
ケ
ン
」
の
掛

け
声
と
囃
子
に
あ
わ
せ
て
片
足

で
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
飛
び
跳
ね
る

踊
り
で
す
。

　

こ
の
日
は
天
気
に
恵
ま
れ
、

陽
射
し
が
瀧
樹
の
森
に
降
り
そ

そ
ぎ
、
か
わ
い
く
踊
る
子
ど
も

た
ち
を
照
ら
し
ま
し
た
。

　

地
元
や
観
光
客
ら
多
く
の
見

物
人
は
、
盛
ん
に
カ
メ
ラ
の

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
し
、
祭
り
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

甲
賀
市
を
訪
れ
て
い
た
だ
い
た
方
に
や
き
も
の
に
つ
い
て
の
理
解
を

深
め
て
も
ら
い
、
ま
た
信
楽
焼
の
フ
ァ
ン
づ
く
り
に
取
り
組
も
う
と
信

楽
焼
伝
統
工
芸
士
福
祉
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
収
益
の
一
部
を
市
の
福
祉
団
体
に
寄
付
す
る
チ
ャ
リ

テ
ィ
事
業
で
、
４
月
26
日
か
ら
５
月
６
日
ま
で
市
役
所
信
楽
支
所
横
の

駐
車
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
伝
統
工
芸
士
の
作
品
の
販
売

や
展
示
、
伝
統
工
芸
士
に
よ
る
制
作
実
演
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
期
間
中
に
は
、
来
場
者
が
無
料
で
陶
芸
体
験
教
室
が
行
わ
れ
る

日
も
あ
り
、
多
く
の
親
子
が
作
陶
を
楽
し
ま
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

今
後
も
こ
う
し
た
催
し
が
行
わ
れ
、
産
業
振
興
や
甲
賀
市
全
域
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

華やかな羽飾り映える
～瀧樹神社ケンケト踊り～

n

ケンケト踊りを奉納する地元の子ども

n

�

祭
り
を
盛
り
上
げ
た

　

子
ど
も
神
輿

伝
統
工
芸
士
が
直
接
指
導

～
信
楽
焼
伝
統
工
芸
士
会
福
祉
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
～

n
陶
芸
体
験
教
室
の
模
様

まちづくりの
一翼を担って

〜新就職者激励会〜

n�中嶋市長に決意の言
葉を述べる信楽福祉
会の水

みず

落
おち

拓
たく

也
や

さん

　市内にはいくつもの事業所があり、そこで働く方すべ
てが活気あるまちづくりの原動力となっています。今年
4月にも多くの方が入社し、活躍しようとしています。
　5月15日、忍の里プララで新就職者激励会が開催され、
市内の事業所に就職された230名が参加しました。
　中嶋市長から「立場を自覚し、家族、会社が安心できる
ようがんばって欲しい、エネルギーあふれる皆さんの活
力を期待する」と激励の言葉があり、参加者の皆さんは
緊張した表情で聞き入っていました。
　その後、人権に関するトークを交えたライヴが行わ
れ、フレッシュな皆さんにとって、有意義な時間となり
ました。
　これからの甲賀市の新しい原動力、活躍が期待されます。

12広報あいこうか2008.6.1



　５月３日から10日までの１週間、姉妹都市であるア
メリカ合衆国ミシガン州デウィット市、デウィットチ
ャータータウンシップのデウィット中学校の生徒が本
市を訪問しました。
　この訪問は、姉妹都市交流事業の一つで、受け入れ
する市内中学生は、今年１月にデウィット市を訪問し
た生徒で、４か月ぶりの再会となりました。
　滞在期間中、デウィット中学生は、ホストファミリ
ーや市内中学生と一緒に陶芸、茶摘み、忍術などの甲
賀の文化や学生生活を満喫しました。
　また、８日にはインターネット回線を利用して、画
像と音声をもってリアルタイムに対談する「ビデオカ
ンファレンス」が行われ、お互いのホストファミリーが、
画面を通して交流を深めました。ビデオカンファレン
スには中嶋市長も出席、デウィット市関係者と情報交
換を行いました。
　デウィットとの交流事業は、今回で10回目となりま
す。10回目を記念し、当初から交流にご尽力いただいた、
デウィット中学教諭ローレンス・アルバナスさんに中
嶋市長から感謝状が手渡され、これからのさらなる友
好を約束しました。

甲賀の文化、生活を体験
〜姉妹都市交流でデウィット中学生が来市〜

n

画面の向こうのホストファミリーと再会

n

さらなる友好を誓って握手する中嶋市長とアルバナスさん
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15
地域で活躍されている元気な方
を紹介するコーナーです。

　

自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
に
は

愛
着
が
あ
る
も
の
で
す
、
た
ま
に

は
昔
話
に
花
が
咲
き
ま
す
。
で
も
、

そ
れ
が
ま
と
ま
っ
た
記
録
と
し
て

残
っ
て
い
る
こ
と
は
意
外
な
ほ
ど

あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
新
し
い
世
代
に
地
域
の
歴
史

を
残
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
」
そ
ん

な
思
い
か
ら
地
域
の
人
に
呼
び
か

け
、
５
年
前
「
小
原
再
発
見
ク
ラ

ブ
」
を
発
足
し
た
相
楽
さ
ん
。
同

ク
ラ
ブ
は
、
相
楽
さ
ん
の
呼
び
か

け
で
集
ま
っ
た
、
郷
土
に
思
い
を

寄
せ
る
大お

お

谷た
に

惟た
だ

司し

さ
ん
、
兼か

ね

松ま
つ

重し
げ

雄お

さ
ん
、
岸き

し

之の

上か
み

美み

智ち

子こ

さ
ん
、

杉す
ぎ

中な
か

覚さ
と
るさ
ん
、
鈴す

ず

木き

和か
ず

夫お

さ
ん
、

寺て
ら

田だ

健け
ん

児じ

さ
ん
、
寺て

ら

田だ

督と
く

男お

さ
ん
、

中な
か

島じ
ま

武た
け
しさ
ん
で
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
小
原
再
発
見
ク
ラ
ブ
が

今
ま
で
調
べ
て
き
た
歴
史
が
、
こ

の
ほ
ど
「
小
原
再
発
見
―
神
社
・

寺
院
調
査
書
―
」
と
し
て
発
刊
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
冊
子
は
ク
ラ
ブ

の
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
が
調
査
か

ら
編
集
ま
で
す
べ
て
行
っ
た
手
作

り
の
冊
子
で
す
。
若
い
人
に
地
域

の
昔
話
を
少
し
で
も
わ
か
っ
て
も

ら
い
た
い
、
伝
え
て
い
き
た
い
と

い
う
思
い
が
発
展
し
冊
子
の
作
成

へ
つ
な
が
っ
た
そ
う
で
す
。
し
か

し
断
片
的
に
あ
る
資
料
を
時
代
の

流
れ
に
沿
っ
て
ま
と
め
る
の
が
か

な
り
の
苦
労
で
、
完
成
す
る
ま
で

に
４
年
か
か
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
に
は
、
多
く
の
写
真
、
詳

細
に
渡
る
調
査
、
解
説
が
あ
り
同

ク
ラ
ブ
の
郷
土
へ
の
思
い
が
伝
わ

っ
て
き
ま
す
。

　
「
聞
い
て
、
見
て
、
知
る
を
モ

ッ
ト
ー
に
進
め
て
き
ま
し
た
。
み

ん
な
で
わ
い
わ
い
言
い
な
が
ら
何

か
を
発
見
す
る
、
そ
れ
が
楽
し
い

ん
で
す
」
と
相
楽
さ
ん
。

　

今
回
、
郷
土
愛
が
一
つ
の
成
果

と
な
り
ま
し
た
が
、
郷
土
を
愛
す

る
気
持
ち
は
尽
き
ま
せ
ん
。
今
後

も
い
ろ
ん
な
形
で
地
元
の
魅
力
を

紹
介
、
次
世
代
へ
伝
え
て
い
き
た

い
と
、
こ
れ
か
ら
の
ク
ラ
ブ
に
つ

い
て
は
、
構
想
を
練
っ
て
い
る
最

中
だ
そ
う
で
す
。
相
楽
さ
ん
を
は

じ
め
、
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
の
思
い

は
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
受
け
継
が

れ
て
い
く
は
ず
で
す
。

　

ち
な
み
に
、
今
回
作
ら
れ
た
冊

子
は
市
内
の
図
書
館
、
公
民
館
等

で
閲
覧
で
き
ま
す
。
歴
史
資
料
と

し
て
、
そ
し
て
郷
土
愛
の
物
語
と

し
て
多
く
の
皆
さ
ん
に
読
ま
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

n

小原再発見
　―神社・寺院調査書―

聞
い
て
、見
て
、知
っ
て

次
世
代
へ

小
原
再
発
見
ク
ラ
ブ
代
表

相さ
が

楽ら

貞さ
だ

喜よ
し

さ
ん（
信
楽
町
小
川
出
）
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甲賀市の歴史から平和と人権を考える
　甲南第二小学校のメリーちゃんは、青い目の女の子で
す。80才を越えた今もかわいらしい少女です。それもそ
のはず、♪青い眼をしたお人形はアメリカ生まれのセルロ
イド♪と歌われるあのお人形さんなのですから。
　1920年代、アメリカで日本人移民に反対する動きが起
こり両国間に緊張が高まりました。これを心配した親日
家ギュリック博士の呼びかけによって250万人の少年少
女がお金を出し合って人形を作り、手作りの服を着せ「仲
よくしましょう」という手紙とともに日米友好使節とし
て日本の子どもたちに贈られました。１万２千体のお人
形さんを迎え、横浜の港では盛大な歓迎式が行われたそ
うです。滋賀県の学校には、そのうち135体が送られて
きました。現在はそのうち４体しか残っていません。メ
リーちゃんは、貴重なその１体なのです。
　戦争中に、敵国の人形として処分されることを危惧し
た校長先生がこっそり隠されたと聞いています。当時の
情勢を考えると、それはとても勇気のいる行動でした。
　再び校長室に飾られたメリーちゃんは、子どもたちや

先生をはじめ地域の人々に
も大切にされてきました。
地域の方が古くなった洋服に
心痛められて、手縫いで新調
してくださったとうかがいま
した。学校では、この宝物を生
かして平和学習に取り組んでいます。
　一方、海の向こうニューヨークの高校では、このほど
広島の原爆被爆者の方を招いた授業が行われたとのTV報
道がありました。原爆を肯定する世論が大勢をしめるア
メリカにあって、高校生たちは平和に向けた新しい世界
の枠組みを熱心に議論していました。被爆者の方が「来
てよかった。高校生と語れたことで、未来はまだまだ希
望があると思えた」と語っておられたのが印象的でした。
　歴史は今も、私たちの手で創られつつあります。過去
を真摯に学ぶことでしか平和に満ちた未来を創りあげる
ことはできません。

人権教育連続セミナー③　６月21日㈯
「青い目の人形と陶器製爆弾を通して
　　　　平和を考えるフィールドワーク」

市
第30回

古墳は無数に
築かれた

歴
史
文
化
財
課
　

市
史
編
さ
ん
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
甲
南
庁
舎
３
階
）

☎
8
6
│
8
0
7
5 

℻
8
6
│
8
2
1
6

購
入
・
問
い
合
わ
せ

n

石室を調べる

n

メ
リ
ー
ち
ゃ
ん

史
第
一
巻
で
は
古
墳
時
代
（
今

か
ら
1
4
0
0
〜
1
7
5
0
年

前
）
に
多
く
の
ペ
ー
ジ
が
割
か

れ
ま
し
た
。
こ
の
時
代
、
各
地
の
首
長
た

ち
は
、
ヤ
マ
ト
政
権
に
参
加
し
た
証
と
し

て
、
巨
大
な
前
方
後
円
墳
を
競
っ
て
築
造

し
ま
す
。
墓
が
単
に
埋
葬
の
施
設
だ
け
で

は
な
く
、
政
治
的
な
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
し

て
築
か
れ
た
時
代
で
す
。

　

な
か
で
も
水
口
町
泉
の
塚
越
古
墳
は
一

辺
52
m
の
大
型
方
墳
で
、
珍
し
い
金
銅
製

の
冑
な
ど
の
豊
富
な
副
葬
品
が
出
土
し
、

こ
の
時
代
の
甲
賀
市
地
域
の
首
長
の
権
力

を
象
徴
す
る
存
在
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
以
降
は
市
域
で
は
大
規

模
な
古
墳
は
見
つ
か
っ
て
お
ら
ず
、
か
わ

っ
て
墳
丘
の
直
径
10
m
前
後
の
小
規
模
な

古
墳
が
数
多
く
築
か
れ
ま
す
。
特
に
野
洲

川
と
杣
川
の
合
流
部
付
近
の
山
麓
に
は

2
8
6
基
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
ま
さ
に

山
肌
を
埋
め
尽
く
す
勢
い
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
古
墳
群
を
総
称
し
て
「
甲
賀

群
集
墳
」
と
呼
び
、
い
ず
れ
も
遺
骸
を
埋

葬
す
る
施
設
が
朝
鮮
半
島
か
ら
新
た
に
伝

わ
っ
た
「
横
穴
式
石
室
」
で
あ
る
こ
と
に

特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
姿
は
、『
古
事
記
』
に
の
る
イ
ザ

ナ
ギ
の
黄
泉
国
訪
問
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
、

多
人
数
を
合
葬
で
き
る
家
族
墓
と
呼
べ
る

も
の
で
す
。
こ
の
頃
か
ら
古
墳
は
本
来
の

埋
葬
施
設
の
姿
に
戻
り
つ
つ
あ
り
、
集
団

の
結
合
を
強
く
打
ち
出
す
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
す
。

　

記
録
に
残
ら
な
い
甲
賀
の
先
人
た
ち
が

主
役
に
な
っ
た
時
代
、
そ
れ
が
「
群
集
墳

の
時
代
」
で
あ
っ
た
の
で
す
。

問い合わせ  人権推進課　☎65-0693  ℻63-4582

【
水
口
】三
宝
堂
書
店
・
ハ
タ
ヤ
書
店
・
山
川

書
店
・
山
田
書
店
・
水
口
歴
史
民
俗

資
料
館

【
土
山
】ウ
エ
ノ
・
土
山
歴
史
民
俗
資
料
館

【
甲
賀
】か
ふ
か
生
涯
学
習
館

【
甲
南
】本
の
一
番
館
・
甲
南
庁
舎
市
史
編
さ

ん
室

【
信
楽
】谷
川
書
店
・
信
楽
中
央
公
民
館

■
販
売
場
所

『
甲
賀
市
史
』

　
　

第
一
巻
販
売
中（
1
冊
3
，5
0
0
円
）
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甲賀市の
大切な

自然自然自然
 甲賀市内の

大切な自然が存在する
地域について紹介します 甲賀町

唐戸川の渓谷

●第8回●

パートⅡ

みなくち子どもの森自然館
1 63-6712　FAX 63-0466

　鈴鹿や信楽など市内の山地には、美しい渓谷があります。
南鈴鹿の高畑山付近を源とする甲賀町の唐戸川は、枝分か
れした深い渓谷で、スギ・ヒノキ植林が目立つものの、多
くの生き物に出会える場所です。
　初夏の渓谷には、生き物の鳴き声が響きます。野鳥では、
「ツキヒホーシ（月日星）、ホイホイホイ」の声で有名なサ
ンコウチョウ（三光鳥）が毎年、南の国から渡って来ます。
青い鳥のオオルリやクロツグミなど美声の主も多く、火の
鳥に例えられるアカショウビンの記録もあります。
　また、林道脇の水たまりには、モリアオガエルの低い声

が響き、梅雨の頃には、
水面上に張り出た枝先
に、白い泡につつまれ
た卵塊が見られるでし
ょう。水たまりに落下
した幼いオタマジャク
シを狙う、アカハライ
モリやヤマカガシも潜
みます。
　渓流には、カワムツ
やタカハヤの魚影があ
り、岸には美しいカワ
トンボも舞います。

２日㈪、９日㈪、16日㈪
23日㈪、30日㈪

6月の
休園日

n

モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
の
ペ
ア

　

（
福
井
芳
郎
氏
・
撮
影
）

甲
賀
市
文
化
協
会
連
合
会
文
芸
欄

今
回
は
水
口
町
文
化
協
会
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

n

サンコウチョウ

次
回（
8
月
１
日
号
）は
、信
楽
町
文
化
協
会
の
予
定
で
す
。

・
食
し
ょ
くみ

た
す
き
び
し
さ
の
あ
り
こ
の
鳥
も
追
わ
れ
て
つ
い
ば
む
万お

年も

青と

の
赤
き
実	

藤
井
美
佐
子

・
雛
の
菓
子
ね
だ
り
し
孫
も
早
や
成
人
見
上
ぐ
そ
び
ら
に
幼
日
の
顕た

つ	

澤
山
寿
美
子

・
よ
う
や
く
に
日
差
し
明
る
む
庭に
わ

隅す
み

の
土
を
押
し
上
ぐ
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
芽	

大
平
美
智
子

・
季
に
添
い
て
さ
庭
に
競
う
百
花
の
彩い
ろ

メ
ー
ル
に
お
さ
め
吾あ

こ娘
に
送
れ
り	

桝
谷　

清
子

・
久
々
の
雨
に
う
た
れ
る
紫あ
じ
さ
い

陽
花
は
息
ふ
き
か
え
し
彩い
ろ

あ
ざ
や
か
に	

西
谷　

幸
代

・
ロ
ー
カ
ル
の
電
車
は
二
人
の
客
乗
せ
て
連
ら
な
る
車
横
目
見
て
行
く	

辻　
　

洋
子

・
商
あ
き
な

い
は
今
日
を
限
り
と
云
い
お
き
て
遠
去
か
り
ゆ
く
豆
腐
売
り
の
音お
と	

初
田　

邦
代

・
一
才
の
孫
の
短
き
足
の
ご
と
冬
越
し
大
根
ま
る
ま
る
太
る	

吉
村　

玉
代

・
医
療
介
護
の
制
度
変
り
て
高
齢
者
病
め
ば
身
に
し
む
世
の
中
と
な
り	

出
口
千
代
子

・
麦
の
穂
の
色
づ
き
初そ

め
し
区
画
過
ぎ
早さ
な
え苗
田だ

広
々
こ
こ
は
蒲が
も
う生
野の	

山
田
す
み
子

・
若
葉
光か
げ

ま
ぶ
し
き
ひ
と
日ひ

夫つ
ま

と
ゆ
く
都
お
ど
り
に
癒
さ
れ
て
き
ぬ	

恵
谷
志
ゅ
う

・
枯
れ
草
の
中
に
芽
生
え
し
ふ
き
の
薹と
う

摘
み
て
う
れ
し
く
今
宵
の
膳
に　

	

東　
　

み
き

・
波
し
ず
か
七
里
が
浜
の
夕ゆ
う
か
げ光
に
ボ
ー
ト
に
遊
ぶ
人
影
見
ゆ
る	

中
島　

た
き

・
娘
よ
り
第
二
名
神
ド
ラ
イ
ブ
に
と
誘
わ
れ
て
出
る
時
の
う
れ
し
く	

治
武　

美
代

・
大
切
に
母
の
着
て
い
た
大
島
を
コ
ー
ト
に
仕
立
て
な
つ
か
し
み
着
る	

山
田
美
代
子
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甲
賀
市
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙

告
示
日　

６
月
29
日（
日
）

投
票
日　

７
月
６
日（
日
）
午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で

　

市
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙
が
、
７
月
６
日
に
行
わ
れ

ま
す
。
あ
な
た
の
一
票
が
、
甲
賀
市
の
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ

く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。
選
挙
は
、
有
権
者
の
声
を
政
策
に

生
か
す
絶
好
の
機
会
で
す
、
安
易
に
棄
権
す
る
こ
と
の
な
い

よ
う
投
票
に
で
か
け
ま
し
ょ
う
。

❖
選
挙
区
に
つ
い
て

　

市
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
に
つ
い
て
は
、
各
町

を
選
挙
区
と
し
て
選
挙
を
行
い
ま
す
。

　

選
挙
区
と
そ
の
選
挙
区
で
選
ば
れ
る
委
員
の
数

は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

選
挙
区

区
域

委
員
定
数

第
１
区

水
口
町
の
区
域

８
人

第
２
区

土
山
町
の
区
域

４
人

第
３
区

甲
賀
町
の
区
域

８
人

第
４
区

甲
南
町
の
区
域

５
人

第
５
区

信
楽
町
の
区
域

５
人

❖
選
挙
権

　

投
票
で
き
る
方
は
、
平
成
20
年
１
月
１
日
現
在

の
申
請
に
基
づ
き
選
挙
管
理
委
員
会
が
調
整
し
た

農
業
委
員
会
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

❖
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
要
件

　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
満
20
歳
以
上
（
3
月
31

日
時
点
）
の
方
で
、
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕

作
し
て
い
る
方
と
そ
の
同
居
の
親
族
ま
た
は
そ
の

配
偶
者
で
、
年
間
60
日
以
上
耕
作
に
従
事
し
て
い

る
と
農
業
委
員
会
が
認
め
た
方
か
、
10
ア
ー
ル
以

上
の
農
地
を
耕
作
し
て
い
る
農
業
生
産
法
人
の
組

合
員
、
社
員
ま
た
は
株
主
で
60
日
以
上
耕
作
に
従

事
し
て
い
る
と
農
業
委
員
会
が
認
め
た
方
。

投
票
区
名

投
票
所
名

区　
　

域

第
１
投
票
区
伴
谷
公
民
館

伴
谷
小
学
校
区
、伴
谷
東
小
学
校
区

第
２
投
票
区
柏
木
公
民
館

柏
木
小
学
校
区

第
３
投
票
区
貴
生
川
公
民
館

貴
生
川
小
学
校
区

第
４
投
票
区
岩
上
体
育
館

水
口
小
学
校
区（
岩
上
地
域
）

第
５
投
票
区
東
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

水
口
小
学
校
区

第
６
投
票
区
水
口
中
央
公
民
館

綾
野
小
学
校
区

第
７
投
票
区
鮎
河
公
民
館

鮎
河
小
学
校
区

第
８
投
票
区
ふ
る
さ
と
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー
六
友
館

山
内
小
学
校
区

第
９
投
票
区
土
山
中
央
公
民
館

土
山
小
学
校
区

第
10
投
票
区
大
野
公
民
館

大
野
小
学
校
区

第
11
投
票
区
甲
賀
地
域
総
合
セ
ン
タ
ー

大
原
小
学
校
区
の
一
部
、油
日
小
学
校

区
の
一
部

第
12
投
票
区
油
日
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

油
日
小
学
校
区
の
一
部

第
13
投
票
区
大
久
保
営
農
セ
ン
タ
ー

大
原
小
学
校
区
の
一
部

第
14
投
票
区
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
佐
山
荘

佐
山
小
学
校
区

第
15
投
票
区
深
川
公
民
館

甲
南
第
一
小
学
校
区
・
希
望
ヶ
丘
小
学
校
区

第
16
投
票
区
杉
谷
公
民
館

甲
南
第
二
小
学
校
区

第
17
投
票
区
甲
南
中
部
小
学
校
体
育
館

甲
南
中
部
小
学
校
区

第
18
投
票
区
甲
南
第
三
小
学
校
体
育
館

甲
南
第
三
小
学
校
区

第
19
投
票
区
信
楽
開
発
セ
ン
タ
ー

信
楽
小
学
校
区

第
20
投
票
区
雲
井
地
区
農
村
活
性
化
セ
ン
タ
ー

雲
井
小
学
校
区

第
21
投
票
区
農
林
漁
家
婦
人
活
動
促
進
施
設

柞
原
会
館

小
原
小
学
校
区

第
22
投
票
区
緑
地
等
管
理
中
央
セ
ン
タ
ー

朝
宮
小
学
校
区

第
23
投
票
区
多
羅
尾
老
人
憩
の
家

多
羅
尾
小
学
校
区

❖
投
票
区
と
投
票
所

❖
入
場
券
に
つ
い
て

　

投
票
の
入
場
券
は
告
示
日
以
降
に
郵
送
で
各
世
帯
へ
送
付
し
ま

す
。（
無
投
票
の
場
合
は
郵
送
し
ま
せ
ん
）
投
票
日
当
日
は
入
場
券

を
持
参
し
、
入
場
券
に
記
載
さ
れ
て
い
る
投
票
所
で
投
票
し
て
く

だ
さ
い
。
入
場
券
が
届
か
な
い
場
合
で
も
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

❖
期
日
前
投
票
に
つ
い
て

　

投
票
日
に
投
票
に
行
け
な
い
方
は
、
次
の
と
お
り
期
日
前
投
票

を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※�

な
お
、
利
用
で
き
る
と
こ
ろ
は
、
有
権
者
の
住
所
地
の
市
役
所
・

支
所
だ
け
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

６
月
30
日（
月
）
か
ら
７
月
５
日（
土
）

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８
時
ま
で

選
挙
区

期
日
前
投
票
所

連
絡
先

第
１
区

甲
賀
市
役
所　

水
口
庁
舎

　

３
階
第
１
第
２
会
議
室

℡
65
─

0
6
6
7

第
２
区

甲
賀
市
役
所　

土
山
支
所

　

１
階
玄
関
横
ス
ペ
ー
ス

℡
66
─

1
1
0
2

第
３
区

甲
賀
市
役
所　

甲
賀
支
所

　

1
階
第
３
相
談
室

℡
88
─

4
1
0
2

第
４
区

甲
賀
市
役
所　

甲
南
庁
舎

　

１
階
会
議
室

℡
86
─

8
0
1
0

第
５
区

甲
賀
市
役
所　

信
楽
支
所

　

１
階
玄
関
横
ス
ペ
ー
ス

℡
82
─

8
0
6
0

問
い
合
わ
せ

甲
賀
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
6
5
─

0
6
6
7 

ＦＡＸ
6
3
─

4
5
5
4
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みなくち子どもの森
しぜん学習会
「田んぼの生き物を探そう！」
日　時／ 6月22日（日）10：00〜12：00

希望者は午後に詳しい観察あ
り（15：00まで）

場　所／みなくち子どもの森
対　象／小学生以上～大人
定　員／先着15名
参加費／ 100円
※申込方法、持ち物等は下記まで。

問・申…みなくち子どもの森自然館
263-6712　563-0466

水口スポーツの森へ行こう
●6月の催し
甲賀市民スタジアム 多目的グラウンド

※時間は変更される場合があるため掲載していません。

日 曜日 大　会　名

1 日 天皇杯予選

7 土 近畿少年甲賀支部予選

8 日 県民体育大会予選

15 日 県民体育大会予選

21 土 第17回甲賀市スポーツ少年団
水口支部杯争奪少年野球大会

22 日 第17回甲賀市スポーツ少年団
水口支部杯争奪少年野球大会

28 土 第17回甲賀市スポーツ少年団
水口支部杯争奪少年野球大会

日 曜日 大　会　名

1 日 クラブユース関西大会

5 木 甲賀郡ゲートボール連盟女子部大会

7 土 貴生川幼稚園PTAお楽しみ親子活動

14 土 甲賀・湖南中学校サッカー選手権大会

15 日 甲賀・湖南中学校サッカー選手権大会

21 土 3種トップリーグ

22 日 3種トップリーグ

29 日 甲賀6年生大会

市民ギャラリ−
土山地域スポーツ少年団活動展

期　間／ 6月2日（月）〜30日（月）
平日の８：30〜17：15
但し、30日は16：00まで展
示しています。

場　所／土山支所1階ロビー
内　容／活動記録パネル展

問…土山支所
266-1101　566-1564

みなくち子どもの森
大人のための自然講座
「いろいろ模様の小風呂敷
～アイ生葉などの植物染め～」

日　時／ 6月29日（日）
9：00〜12：00（雨天決行）

対　象／中学生以上（定員20人）
※申込方法、持ち物等は下記まで。

問・申…みなくち子どもの森自然館
263-6712　563-0466

夜空旅人（天体観望会）
「梅雨の晴間の星たち」

日　時／ 6月14日（土）19：30〜21：30
場　所／かふか生涯学習館
受　付／お電話で下記まで

問・申…かふか生涯学習館
288-4100　588-5055

第17回鈴鹿馬子唄
全国大会

期　日／ 6月15日（日）14：00〜
場　所／あいの土山文化ホール（入場

無料）
ゲスト／斉

さいとう

藤　京
きょうこ

子（日本コロムビア）
成
なる せ

世　昌
しょうへい

平（日本クラウンレコード）
斉
さいとう

藤たまみ（日本コロムビア）

問…あいの土山文化ホール
　　266-1602　566-1603

水口幼稚園公開“共育”講座
「子どもの翼を信じて－親で
あることを楽しむために」

日　時／ 6月20日（金）10：30〜12：00
場　所／日本基督教団水口教会会堂
講　師／樋

ひぐち

口通
みち こ

子さん（絵本作家）
（受講無料）

問…水口幼稚園
262-0329　562-0334

子どもの健康セミナー
日　時／ 6月18日（水）13：30〜16：00

（受付13：15～）
場　所／県立小児保健医療センター

1階研修室
内　容／講演「ダウン症について」
講　師／愛知県心身障害者コロニー中

央病院　水
みずの

野誠
せい じ

司氏　ほか
※参加申込不要

問…県立小児保健医療センター
保健指導部

　　2077-582-6200
　　2077-582-6304

鹿深写真クラブ写真展
期　間／ 6月7日（土）〜15日（日）
場　所／甲賀図書情報館市民ギャラリー
※9日（月）・10日（火）は休館日

問…甲賀図書情報館
　　288-7246　588-7005

市営駐車場の利用者募集
受付期間／ 6月2日（月）～ 16日（月）
（土・日を除く9：00～ 17：00）

使用開始日／ 7月1日（火）　

■JR甲南駅前自動車駐車場
　4区画（1区画は身障者枠のため要事
前問い合わせ）
※申込者多数の場合は抽選となります。
問…生活環境課　生活交通担当
265-0686　563-4582

■JR油日駅前駐車場　3,000円／月
問…油日駅を守る会
288-5879

■JR甲南駅前駐輪場
自転車1,500円／月・原付1,800円／月
問…甲南駅前駐輪場
286-0590
受付時間…6：15～9：15、13：00～14：00、
　　　　　18：30～20：30

市職員や税務署職員を名乗る不審な電話による振り込め詐欺が
多発しています。皆さんご注意を。

甲南中央運動公園トレーニングハウス
初回使用者講習会

日　時／6月17日㈫19：00～・21日㈯9：30～
7月15日㈫19：00～・19日㈯9：30～
8月16日㈯9：30～・19日㈫19：00～
※火曜日か土曜日のどちらか都合の良
い日で受講ください。
受講料／500円（事前申込必要です。）
問…甲南B＆G海洋センター

286-6971　586-6984
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社会保険労務士による
労働（年金・解雇）相談

日　時／ 6月11日（水）14：00〜16：00
場　所／水口社会福祉センター 2階
受　付／電話で予約受付
※予約なしでも可、但し予約優先
問…商工観光課
　　265-0710　563-4087

予防接種を受けましょう
ジフテリア破傷風２期

対　象／市内に住民登録のある小学校
6年生

接種期間／平成21年3月31日まで
　接種医療機関は、学校を通じて配布
するお知らせや健診予防接種カレンダー
をご覧いただき、予約をしてください。

問…予防接種専用ダイヤル
265-0732
もしくはお近くの保健センター又は
保健介護課

1日社会保険相談所の開設
期　日／ 8月12日（火）・9月11日（木）
場　所／水口社会福祉センター 2階
　　　　中会議室（予約制）
持ち物／年金手帳・年金証書・雇用保

険証または受給者証・過去に
勤務した会社等の職歴メモ・
認印

問・申…草津社会保険事務所
　2077-567-1311
　2077-567-1383（予約専用）
　5077-562-9638
　市役所保険年金課
　265-0688　563-4618
　（市役所へは予約申し込みできません）

滋賀県弁護士会弁護士による
法　律　相　談

日　時／ 6月19日（木）13：00〜16：00
場　所／信楽開発センター
※6月5日（木）8：30から予約受付
日　時／ 6月26日（木）13：00〜16：00
場　所／水口社会福祉センター
※6月12日（木）から予約受付
定　員／ 6名（1人30分）予約制、先着順
予約先／甲賀市社会福祉協議会

262-8085
問…甲賀市社会福祉協議会
　　262-8085　 63-2021
　　社会福祉課
　　 65-0700　 63-4085

第21回全国スポーツ・レクリエーション祭（スポレク滋賀2008）
2008年10月18日（土）〜21日（火）開催

ターゲットバードゴルフ〈水口スポーツの森〉バウンドテニス〈土山体育館〉

甲賀市正規職員採用試験
採用職種／行政（5名）

（平成21年4月1日採用）
試験日／ 7月20日（日）
受験資格／昭和54年4月2日以後、昭和

62年4月1日までに生まれた方
受付期間／ 6月2日（月）～ 7月4日（金）

の執務時間（8：30～ 17：15）
　その他詳しいことは、下記までお問
い合わせください。

問…職員課
　　265-0668　563-4554

未熟児養育医療の申請窓
口が変わりました

　未熟児養育医療の申請窓口が平成
20年4月1日から、保健介護課に変わ
りました。

問…保健介護課
　　265-0703　563-4085

弁護士による無料法律相談
■甲南町商工会
日　時／ 6月12日（木）13：00〜16：00
場　所／甲南町商工会館2階（甲南庁舎隣）
※要事前予約

問・申…甲南町商工会
286-2016　586-5818

弁護士による知的財産権
（特許・実用新案・商標等）相談会
日　時／ 6月11日（水）13：30〜16：30
場　所／水口町商工会
※原則予約ですが当日申込も可

問・申…水口町商工会
　　262-1676　563-1052

ござれGO-SHU！
イベントスタッフ募集

内　容／イベント（8月2日）の運営
　・音響設備の操作や、チームの誘導、
　　会場の設営
　・踊り子の写真撮影やビデオ撮影　
　・当日のバザーで焼きそば、飲み物
　　等の販売
※詳しくは下記までお問い合わせくだ
さい。

問…NPO法人ござれGO-SHU事務局
288-2370　588-5391

平成20年度
甲賀市・湖南市手話講座
受講生募集

期　間／ 7月2日（水）〜11月12日（水）
の毎週水曜日（9月7日（日）の
実習を含む全20回）

時　間／ 13：30〜15：30
場　所／湖南市立中央公民館
対象者／甲賀市・湖南市にお住まいか

通勤されている18歳以上の
方で、全過程を受講可能な方
（初心者の方歓迎）

定　員／ 40人（先着順）
内　容／
＜講義＞
　①「聴覚障害者の基礎知識」　
　②「手話の基礎知識」
　③「聴覚障害者の生活」　
＜実技＞
　①「表現基礎練習」
　②「簡単な手話表現」
　③「対話の基礎練習」
　④「会話練習」
申込締切／ 6月20日（金）
申込方法／申込用紙に必要事項をご記

入の上、直接ご持参いただく
か郵送またはFAXでお申し込
みください。　

○申込用紙は、社会福祉課、公民館に
設置しています。
○受講料は無料です。ただし別途テキ
スト代（1,200円）が必要です。

問・申…社会福祉課
265-0700　563-4085

お詫びと訂正
　５月15日号で下記の誤りがありま
した。お詫びして訂正します。

P9　市内の人権擁護委員
○誤  西村 泰雄（にしかわ　やすお）
○正  西村 泰雄（にしむら　やすお）

P18　図書館だより
甲賀図書情報館　日曜映画会「道」
○誤  6月29日（日）　14：00 ～ 15：45
○正  6月22日（日）　14：00 ～ 15：45
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このコーナーでは市内の幼稚園、
小中学校の児童・生徒が描いた
絵を順次紹介していきます。
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「きれいにみがくよ、
   ばいきんさんさようなら」

さか い み く

甲南第二小学校  １年　酒井美玖さん


